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平 成 ２７ 年 度 学 校 評 価 実 施 報 告 書 
 
次のとおり学校評価を実施しましたので報告します。 

学校目標 
取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 学校評価 
具体的な手立て 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

生徒の自己発見

を促し、多様で

柔軟な教育活動

を展開する中

で、生徒が自主

的・主体的とな

る教育活動を推

進し、生徒の思

考力・判断力・

表現力を育みま

す。 

ア 多様な選択科目の特

色を生かし、また生徒

の主体的学習活動を積

極的に取り入れること

のより、生徒の気づき

を引き出し自ら求め学

ぶ力を育成する。 

イ 体験・発表を重視し

表現力、判断力、思考

力を育てる総合選択科

目 

内容の充実を図る。 

ウ 生徒会活動、部活動

の活性化を図る。 

ア 多様な選択科目におい

て生徒の主体的学習を積

極的に取り入れたか。 

イ 体験学習や発表等を重

視した科目編成や授業展

開が図れたか。 

ウ 生徒会活動や部活動の
参加率は向上したか。 

ア 授業の中で、生徒の考えの

論述や発表の機会を設ける

ことにより、生徒の主体的な

学習へとつなげることがで

きた。 

イ 総合選択科目について、さ

らなる精査を実行し生徒の

ニーズにあった科目の導入

を行った。 

ウ 体育祭・文化祭等の行事に

おいて、生徒会や実行委員会

を中心に主体的に行事を行

うことができた。また、部活

動では、活動が活発になった

部活動が複数あった。 

ア 興味を持たせる授業展開

と思考力を伸ばすような発

問や課題の工夫に努める。 

イ 選択科目の必要度を正確

に見分けながらニーズの高

いものを多く展開できるよ

うに、条件整備を整える。 

ウ まだ一部の生徒が中心と

なっているので、全体の取組

へと広げる工夫に努める。 

（学校評議員） 

・ 授業評価アンケート等

を参考に、引き続きより
良い授業への改善を望み
たい。 

 

 

 

（学校評価） 

・ 生徒が主体的に学べる授 

業への改善を職員全体で取り 

組むことができた。 

・ 教育課程における総合選択 

科目について、検討を進め、 

生徒のニーズにあった科目の 

導入を実現した。 

（改善方策等） 

・ 授業評価アンケート等を 

参考に、具体的な授業改善方 

法を検討する。 

・ 選択科目の必要度を正確 

に見分け、ニーズの高いもの 

を、少しでも多く展開できる 

ように、条件整備を考える。 

 

基本的生活習慣
の確立を図ると
ともに、集団の

中で他を理解す
る力を育成し、
生徒一人ひとり

に応じたきめ細
かな教育支援を
行い、社会の一

員として求めら
れる能力を育み
ます。 

ア 家庭の理解と協力を

得ながら、服装・頭髪・

遅刻指導を行い、学校

生活への取組姿勢と基

本的生活習慣の確立を

図る、 

イ 学校生活における

様々な教育活動の中

で、マナーやモラルの

向上と規範意識の確立

を目指とともに、他者

理解や共生の意識の向

上を図る。 

ウ 生徒相談体制の充実

を図るとともに、情報の

共有化に努め、適切で 

迅速な支援を行う。 

エ いじめの早期発見に
努め、迅速に対応する。 

ア 遅刻者数や頭髪指導件

数等の生徒指導件数が減

少したか。 

イ 情報モラルやマナーが

身に付き、携帯電話等は

適切に使用されている

か。 

ウ ケース会議や年次会が

有効に機能したか。 

エ いじめ対策等検討会議

が有機的に機能したか。 

ア 頭髪指導については、まだ

まだ改善が難しいが、遅刻そ

の他の指導については、昨年

度より件数を減少させるこ

とができた。 

イ 携帯電話等の情報モラ

ル・マナーの指導に努めてい

るが、なかなか改善が見られ

ない。 

ウ 定期的な年次会を中心に

生徒の状況を把握し、必要な

ところではケース会議にお

いて職員全体で情報を共有

することができた。 

エ アンケート等を活用し、生

徒との面談を通して大きな

事態となる前に防ぐことが

できた。 

ア 継続的な指導と保護者と

の連絡を密にし、粘り強く指

導する。 

イ ルールやマナーを守るこ

との大切さを理解させ、継続

的に指導する。 

ウ 職員間での情報交換を密

にし、情報を共有するように

努める。 

エ 生徒の小さな変化を見逃

さずに職員間で情報を共有

するよう努める。 

（学校評議員） 

・ 社会では、卒業までに
一般的なマナーを身に

つけることを求めてい
るが、実際には、まだ不
十分のところが見受け

られる。重点的に指導を
進めて欲しい。 

・ 以前と比べて、生徒の

マナーは良くなってい
る。 

・ 携帯電話に関わるモラ

ルやマナーについて、し
っかり指導して欲しい。 

（保護者） 

・ 遅刻指導に引き続き力
を入れて欲しい。 

（学校評価） 

・ 基本的生活習慣の確立に向
けて取り組んできたが、まだ

まだ生徒の意識の向上が必要
である。 

（改善方策等） 

・ 職員全体で、学校全体の現
状に対する意識、危機感の向
上を図り共通理解のもと取り

組んでいく。 

 



入学年次を中心
に、社会生活に
必要な基礎学力

の定着を図り、
体験的かつ生徒
の活動を重視し

た授業の展開及
び効果的なガイ
ダンスにより、

将来の進路実現
を見据え、意欲
的に学習に取り

組む姿勢・態度
を育成します。 

ア 学習意欲を向上さ

せ、基礎学力を定着さ

せるカリキュラム編成

を検討する。 

イ 生徒主体の授業実践

のための組織的な授業

研究・授業改善を推進

する。 

ウ 生徒の実態とニーズ

に即した選択科目の編

成を図るとともに、科

目ガイダンスの工夫を

図り、生徒の進路実現

に繋げる。 

ア 授業等の教育活動全般

について生徒の満足度を

向上できたか。 

イ 生徒主体の授業実践、

組織的な授業研究・授業

改善に取り組めたか。 

ウ 科目ガイダンスや相談

体制を整え、履修指導 

が十分に行われたか。生 

徒の進路実現率は向上し 

たか。 

ア 生徒の授業評価アンケー

トから、昨年度と比べ生徒の

授業への満足度が向上した。 

イ 生徒主体の授業実践をテ

ーマとした校内での授業研

究会を行い、授業改善に努め

た。 

ウ 科目ガイダンス、履修指導

共に時間を十分にとり、行う

ことができた。また進路指導

においては、特に就職で昨年

度から大幅に内定数が増加

した。 

ア 満足度は上がったものの

満足していない生徒も一定

数おり、その生徒への満足度

を上げていくように努める。 

イ 引き続き生徒が主体的に

学ぶ授業の実践へ向けて、授

業内容や方法の工夫に努め

る。 

ウ 引き続き生徒の実態とニ

ーズを注視しながら、科目編

成を図り、進路実現につなげ

ていく。 

（学校評議員） 

・ 授業評価アンケート等
で、取組の成果が現れて

いるのは評価できる。 

（保護者） 

・ 基礎学力をしっかりと

定着させて欲しい。 

（学校評価） 

・ すべての教科・科目で基礎
学力の定着に向け、きめ細や

かな授業展開に取り組んだ。 

・ 生徒の発言を引き出し、生
徒主体の授業づくりに取り組

んだ。 

（改善方策等） 

・ 繰り返しの学習を通じて、

基礎基本の更なる定着を目指
す。 

・ カリキュラム研修会等の場

を利用して、授業改善の具体
的な方法を身に付ける。 

総合学科の特性
を生かし、生徒

の個性や適性を
伸張し、生徒に
望ましい職業

観、勤労観を醸
成するととも
に、自己実現に

向け、より実践
的に自分の将来
像を考える姿

勢・能力を育成
します。 

ア ガイダンス科目通し

て学習の基礎力を育成

するとともに、生徒の

個性や適性、コミュニ

ケーション能力の育成

を図る。 

イ 科目選択では、自ら

の進路、特性、興味関

心について深く考え自

己理解を深める取り組

みを行う。 

ウ 将来設計を考えるに

当たり、地域との積極

的な交流を図りながら

様々な情報収集や職業

体験を通じ、職業理解

能力の育成を図る。 

ア ガイダンス科目を通じ

て、個性や適性の理解が

進んだか。また、発表活

動を通じてコミュニケー

ション能力が高まった

か。 

イ 自己に適した目標が設

定できたか。 

ウ 職業理解や職業観の育

成が図れたか。 

ア 学校外などでの体験活動

から他者を理解する力を育

成した。また、随所に発表す

る機会を設けて、コミュニケ

ーション能力を高めること

ができた。 

イ 科目選択ガイダンスに力

を入れた結果、将来を見据え

た科目選択をする生徒が多

数いた。 

ウ 事業所訪問、上級学校訪

問、職業人インタビューなど

で様々な職業や学校などに

触れ、職業に対する理解を進

めることができた。また、訪

問先をいくつか新規で開拓

することができた。 

ア 生徒が主体的に体験活動

に取り組むように、事前学習

での動機付けを工夫する。 

イ 科目選択と進路との関わ

りをより一層理解が進むよ

う工夫する。 

ウ 引き続き校外での訪問先

を開拓するなど、より一層校

外での体験を充実させる。 

（学校評議員） 

・ 本校は、行動力やコミ 

ュニケーション能力に優 
れている生徒が多い。他 
者との触れ合いやプレゼ 

ンテーションの機会でよ 
り高めて欲しい。 

 

 

（学校評価） 

・ ガイダンス科目における事

業所訪問インタビュー、上級
学校訪問などで様々な職業、
学校や人に触れ、生徒の社会

や職業への関心や進路への関
心を深めることができた。 

・ グループ活動や発表などを

通じて意欲的に取り組む姿
勢・態度を育成した。 

（改善方策等） 

・様々な行事に主体的に取り組
めるように、動機付けや意義
を事前にしっかりと伝えてい

く。 

地域との協働・

連携や地域の教

育力を生徒のキ

ャリア形成に活

用し、PTA 活動

や地域貢献活動

を積極的に推進

し、地域や保護

者に信頼される

開かれた学校づ

くりを進めま

す。 

ア 家庭との連携を密に

し、面談等を通して生

徒状況の理解を深め、

適切な学習支援・進路

支援を行う。 

イ 「産業社会と人間」

「総合学習」「課題研

究」において、地域や

外部教育資源を積極的

に活用し、キャリア育

成を図る。 

ウ 地域貢献活動や PTA 

活動を推進し、地域や

保護者の学校に対する

理解と信頼を深める。 

ア 家庭との連携を密にし

た生徒指導が行われた

か。 

イ 外部の教育力が有効に

活用できたか。 

ウ PTA 活動において保護

者の参加率が増加した

か。 

ア 各担任から学校での様子

をしっかり保護者に伝え、要

望や意見などにも親身に実

美を傾けるよう努めた。 

イ 人権学習、事業所訪問、上

級学校訪問、職業人インタビ

ューなどで様々な教育資源

を活用し、生徒のキャリア育

成をすることができた。 

ウ 体育祭・文化祭などの行事

に PTA 役員やボランティア

の協力を得ることができた。 

ア 保護者への連絡が難しい

ことも多く、確実に連絡が取

れるような体制作りが必要

である。 

イ 今後も積極的に外部の教

育資源を活用する。 

ウ ＰＴＡと教員との連絡を

密にし、活動内容を整理し、

活動しやすい環境を作る。 

（学校評議員） 
・ 地域と連携した様々な
行事は本校の大きな特徴

である。今後も地域の教
育資源を大いに活用して
欲しい。 

 
 

（学校評価） 

・ ガイダンス科目における事
業所訪問インタビュー、上級

学校訪問などで地域との連携
を図りながら、生徒のキャリ
ア形成を進めることができ

た。 

（改善方策等） 

・ 地域との新たな連携も視野

に入れながら、地域の教育資
源の活用をさらに進めてい
く。 



地域と一体とな

った防災教育の

推進や事故不祥

事が起こらない

学校運営体制の

構築を図るとと

もに、様々な広

報メディアを通

じ、本校の教育

活動への理解を

深め、信頼に根

ざした学校づく

りを推進しま

す。 

 

ア 生徒の防災意識を高

め安全対策を強化し地域

と連携した防災体制に努

める。 

イ 事故不祥事防止のた

めに、適切な研修を実

施するすとともに、業

務マニュアル等の整備

と活用に努め、共通理

解に基づく円滑な学校

運営を行う。 

ウ 学校説明会やホーム

ページ、広報紙等を活

用して、教育活動など

の学校情報を積極的に

発信していく。 

ア 地域との連携した防災

実践が図れたか。 

イ 組織的・計画的に研修

が行われたか。事故不祥

事が未然に防止できた

か。 

ウ ホームページのアクセ

ス数や学校説明会出席者

数が増加したか。 

ア 消防署と連携した防災訓

練を実施すると共に、防災倉

庫の整備を進めた。また、川

崎市危機管理室の協力を得

て防災意識の向上に努めた。 

イ 教務関係の事故を未然に

防ぐため、点検の体制を強化

した。また、会計研修を行い、

適切な会計処理を行うよう

努めた。 

ウ ホームページのアクセス

数、学校説明会出席者数共に

増加した。 

ア 川崎市と地元の町内会、本 

校との連携が図れるよう体

制を作る。 

イ 点検の体制や必要な書類 

の整備などを進めていく。 

ウ ホームページにおいて 

は、より新鮮な情報を更新で

きるように努める。学校説明

会においては、近隣の中学校

への案内を積極的に進めて

いく。 

（保護者） 
・ 防災に関して、地域と 
の合同訓練等で連携を進 

めて欲しい。 

（学校評価） 

・ 地域と連携した防災訓練を

行い、生徒の防災意識を高め

ることができた。 

・ 研修会や業務内容の整理を

通じて、事故不祥事防止に取

り組んだ。 

（改善方策等） 

・ 防災に関わる地域との連携

をさらに進める。 

・ 事故ゼロの状態を維持する

ために、職員全体が共通認識

をもち、点検等を実施できる

ようにする。 

 


